
Ｎｏ．

年度 科　年間学習計画表

① 学習の到達目標

② 評価の観点、方法

③ 担当者から

〇知識と知識をつなぐことができれば、歴史の流れがわかってきます。なぜ、これが起こったのかを考えてみることが大事です。

〇史料・資料を正しく上手に使い、多角的かつ客観的な思考を身につけてください。

※ 前期反省

※ 年間反省

※ 次年度に向けて

2023
山形県立長井高等学校

〇思考・判断・表現　　　歴史の転換点や事象の歴史的意義を説明することができる。

※　定期テスト（85％）、課題提出物状況やその内容や授業態度等（15％）で評価します。

〇ともに頑張っていきましょう。

科目

使用教科書
副教材等

教科書『詳説　日本史Ｂ』（山川出版社）
資料集『図説日本史通覧』（帝国書院）

週時間数3 3日本史Ｂ 年次・コース・組 ３年次文系

地歴公民

〇技能　　資料や授業からの多面的考察や創造力を駆使して歴史へのアプローチができる。

日本の歴史の展開を，世界史的視野に立って総合的に考察させ，我が国の文化と伝統の特色についての認識を深めさせることによって，歴史的思
考力を培い，国民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。

〇関心・意欲・態度　　　歴史に対する興味関心を持って授業に取り組むことができる。

単位数

〇知識・理解　　授業や試験で知識の定着をはかることができる。



④ 学習計画　（どのような内容を、どの時期に学ぶのかを含む）

月

前期中間Ⅰまで

予定 15 15

実施

前期中間Ⅱまで

予定 12 27

実施 0

前期期末まで

予定 18 45

実施 0

後期中間まで

予定 21 66

実施 0

年度末

予定 15 81

実施 0

演習 論述試験対策演習 〇　論述試験対策講習2・3

1

<前期期末試験>

第二次大戦後の日本

<後期中間試験>

・日清、日露戦争と国際情勢

・近代産業の発展、近代文化の発達
◎課題、授業への取り組み、試験の結果を総合的に評価します。

・占領期の改革、５５年体制、高度経済成長、オイルショック後の日本

◎課題、授業への取り組み、試験の結果を総合的に評価します。

12

6

7・8

10

11

9

幕藩体制の動揺
〈前期中間試験Ⅰ〉

4

・主な学習活動（指導内容）　　◎評価のポイント　　○留意点 授業時数

・幕政の安定
・経済の発展
・元禄文化の成熟

単元名 教科書項目等

江戸の幕末

<前期中間試験Ⅱ>

・開国と幕末の動乱

◎課題、授業への取り組み、試験の結果を総合的に評価します。

・明治維新、富国強兵、立憲国家の成立

〇　論述試験対策講習

演習
大学入学共通テスト対策演習

論述試験対策演習

大正 二つの世界大戦とアジア

昭和

演習 大学入学共通テスト対策演習 〇　マーク式問題集の演習

・第一次大戦と日本、ワシントン体制
・恐慌の時代と軍部の台頭
・第二次大戦と日本

〇　マーク式問題集の演習

明治

・幕府の衰退
・化政文化
◎課題、授業への取り組み、試験の結果を総合的に評価します。

・幕政の改革
・宝暦、天明期の文化

5

江戸 幕藩体制の展開

江戸

江戸

明治 近代国家の成立

近代国家の成立


